
長野市
データ活用人材
育成プログラム

長野市データ活用人材育成・生産性向上支援拠点創造事業

DXは、人材の育成から始まる

DX推進における課題の一つとして、データを効果的に活用できる人材の不足が挙げられます。

本事業では、日本アイ・ビー・エム株式会社（受託事業者）の企画のもと、市内中小企業における

データ活用人材の育成を目的とした育成プログラムを実施します。

全日程13:15～16:15

長野市ものづくり支援

センター(UFONagano)

５階

〒380－8553

長野市若里4-17-1

開催日時

問合せ先： 日本アイ・ビー・エム株式会社（長野市事業委託先）
担当： 中川、林 Mail：nagano-dxpf1@ibm.com
事業問合せ先： 長野市商工労働課 荻野・有賀 026-224-5041

長野市
NaganoCity
商工労働課

・第１回：R8 10/1 （木)

課題特定・
解決策を導く

生成AI活用

・参加費： 無料

・定員： 各回先着15名

基礎編

場所

プログラム内容

※各回同一内容(１日完結）のため、

申込時に参加可能な回を1つお選びください

・第２回：R8 11/24（火)

・第３回：R9 1/19 （火)



・申込方法：右記のQRコードよりお願いいたします

・申込期限：各回開催日の２営業日前 17:00まで

・注意事項：

1.参加される方は、当日必ずインターネットに

接続可能なPCをご持参ください

※会場ではWi-Fiをご利用いただけます

2.ワークショップでは生成AIサービスを利用します

講師はChatGTPを使用して演習を行いますが、

普段ご利用の生成AIサービスでも演習可能です

⚫ 基礎的なデータ活用手法
を学びます

⚫ 自己学習型（動画）

⚫ 課題抽出、解決策の抽出
手法などを学びます

⚫ 生成AIをフル活用した実践講座

基礎編

前半 13:15～14:35（80分） 後半 14:45～16:15（90分）

・中小企業が置かれている状況説明
なぜデータ活用が必要なのか

・フレームワークの活用
ECRS(イクルス)で業務改善を学ぶ

・データサイエンス実践
KPIの時系列予測手法と意思決定
プロセスを学ぶ

・生成AIの活用
業務ですぐに役立つスキルを学ぶ
（プロンプトエンジニアリング、
インサイト抽出、壁打ち）

※対面のワークショップ形式で実施予定
※技術編、実践編は信州大学工学部と企画中のため、
問い合わせは長野市商工労働課まで

⚫ サンプルデータを用いた
実践的ワークショップ型
講義

実践編

信大工学部と長野市が連携し、
今後、技術編、実践編を開催！

お申込はこちら

▼▼▼

研修プログラム内容

DX人材への最初のステップ

技術編

申込方法/期限
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